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背景・目的

• 太陽光発電が責任ある長期安定的な電源として社会に安定的に定着するための対応が求
められており、PVの主力電源化を具体化するためには、現在の「こと：FIT売電事業」「ひと：
発電事業者不在」「もの：不適切な発電設備」から「こと：発電事業」「ひと：発電事業者、ア
セットマネジメント事業者」「もの：長期安定的な適切な発電設備」へと社会システムを変えて
いく必要がある。

電源価値の向上:
電力市場へのマーケットイン

①セカンダリーマーケット売買（民間）
②FIT法、電事法等による

不適切案件の取締り強化（行政）

こと：発電事業

ひと：発電事業者

ひと：アセットマネージャー

もの：優良な発電設備

こと：FIT売電事業

ひと：発電事業者はごく一部

ひと：保守点検事業者

もの：不安全な発電設備

【将来：長期安定電源化】

事業者の集約化

設備の適正化

①国内の発電事業者、アセットマネージャーのシェア拡大
②電源価値向上、信頼性向上によりFITからの卒業

【現在】
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背景・目的

• 72GW、393万件のシステム。

• 2030年の導入目標：103.5～117.6GW。

• 既設の太陽光発電設備の長期安定電源化が重要。

72GW393万件システム

出典：再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別措置法 情報公表用ウェブサイト
A表 都道府県別認定・導入量（２０２３年９月末時点）を基に作成

導入件数 導入容量
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背景・目的

• 既設対応：事業の適正化やセカンダリー市場の活性化

• 新設対応：多様化するシステムに対応したリスクと投資コストの最適化

ソリューション課題

信頼性、安全性確保

目的

公衆安全の確保 設備の評価・補強、高安全化技術

収益最大化
•電源価値向上
•Ｏ＆Ｍコストの最適化

FIT終了後の
発電事業継続

アセットマネジメントの高度化（架台、
地盤の補修・修繕、保安スマート化に
よる規制のリバランス）

長期安定
電源化
・

インフラ
としての
定着

ストック量維持
リパワリング（モジュー
ル、PCSは交換） 架台、地盤の補強、修繕補修技術
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背景・目的

• 本研究開発は、既設の太陽光発電（以下、PV）の導入量約50GWについて、①公衆
安全の確保、②FIT終了後の発電事業継続、③ストック量の維持を行う必要があ
り、民間企業の実用化開発を加速させるための基盤整備を実施することを目的と
する。

• 事業期間：2021年度～2024年度
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太陽光発電設備の評価・回復手法の技術情報および利用ガイド

• PV発電設備の評価・回復手法の技術情報および技術評価ガイド策定する。

→太陽光発電設備の評価・回復手法の技術情報および利用ガイド

• 現時点で太陽光発電設備のリスクに関する評価・回復フローやその技術に関する例が
十分にないため、本ガイドでは太陽光発電所におけるアレイ支持物および地盤の評
価・回復に係るプロセスとその手段について詳細を記載した。

• 本ガイドは、Ⅰ導入編、Ⅱ構造編、Ⅲ電気編の３つのパートから構成。

• 文書は2024年12月公
開:https://www.nedo.go.jp/activities/ZZJP2_100060.html#information
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ご清聴ありがとうございました。

この成果物は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）の委
託業務（JPNP20015）「太陽光発電主力電源化推進技術開発／太陽光発電の長期安定電源化
技術開発」の結果として得られたものです。


